
福
岡
県
立

小
倉
工
業
高
等
学
校
同
窓
会

北
辰
会
会
長

篭
原
裕
明

昨
年
北
辰
会
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
篭
原
で
す
。

関
東
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
関
東
地
区
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
関
東
支
部
は
、
本
校

北
辰
会
活
動
の
要
と
し
て
、

地
道
で
充
実
し
た
同
窓
会
活

動
を
な
さ
れ
、
北
辰
会
全
体

の
牽
引
役
と
し
て
大
き
な
役

目
を
果
た
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
特
に
、
ご
高
齢
の
皆
様

か
ら
平
成
の
近
年
の
卒
業
生

の
皆
様
ま
で
幅
広
い
年
代
が

参
加
し
た
関
東
な
ら
で
は
の

日
々
の
交
流
や
部
活
動
Ｏ
Ｂ

の
集
い
な
ど
、
そ
の
活
動
は

素
晴
ら
し
く
、
今
後
の
北
辰

会
活
動
の
あ
り
方
を
示
す
手

本
で
も
あ
り
ま
す
。
小
生
も

た
び
た
び
関
東
の
会
合
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、

大
先
輩
方
か
ら
激
励
と
心
温

ま
る
ふ
れ
あ
い
を
さ
せ
て
頂

き
、
目
の
輝
く
若
い
同
窓
生

に
出
会
っ
て
い
ま
す
。
関
東

支
部
の
活
動
は
、
こ
れ
か
ら

小
倉
を
離
れ
関
東
で
生
活
を

始
め
る
母
校
後
輩
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

こ
れ
か
ら
更
に
関
東
支
部
が

発
展
す
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

７
月
５
日
（
土
）
の
関
東

支
部
総
会
・
懇
親
会
は
今
回

よ
り
銀
座
７
丁
目
ラ
イ
オ
ン

ビ
ル
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
し
た
。
本
校
よ
り
平
野
新

校
長
、
小
柳
先
生
。
北
辰
会

本
部
よ
り
篭
原
新
会
長
、
坂

田
事
務
局
長
を
迎
え
、

７
６
名
の
参
加
（
昭
和
生
３

９
名
、
平
成
生
３
７
名
）
昨

年
に
比
べ
昭
和
生
微
減
、
平

成
生
倍
増
と
益
々
若
手
の
台

頭
で
す
。
平
成
生
の
連
絡
に

は
苦
労
し
ま
し
た
が
来
賓
の

小
柳
先
生
の
声
掛
け
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
新
し
い
会
場
の
音

楽
ホ
ー
ル
は
使
い
勝
手
が
よ

く
来
年
も
こ
の
会
場
を
予
定

し
ま
す
。
若
手
組
銀
座
ク
ラ

ブ
２
次
会
は
満
員
御
礼
の
大

変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

（
野
見
山
記
）

北
辰
会
関
東
支
部
長

野
見
山
誠
一

今
年
４
月
前
関
東
支
部
長

の
吉
田
正
昭
さ
ん
が
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
娘
さ
ん
か
ら

の
訃
報
に
私
は
耳
を
疑
っ
た
。

生
涯
現
役
で
仕
事
と
趣
味
の

ゴ
ル
フ
で
元
気
溌
剌
の
イ
メ
ー

ジ
し
か
な
い
吉
田
先
輩
の
急

逝
は
し
ば
ら
く
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

事
務
局
長
を
１
２
年
、
支
部

長
と
し
て
８
年
。
関
東
支
部

同
窓
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
吉
田
先
輩
に
は
教
え
て
頂

き
た
い
事
が
ま
だ
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
突
然
の
お
別
れ
は

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

小倉工業高校北辰会 （同窓会） 関東支部報 平成２７年６月１日

第５３回 関東支部
同窓会のご案内

日時 7月4日（土） 13時30開場
14時開始

場所 音楽ビアプラザライオン
電話03-3573-5355

中央区銀座7-9-20 ライオン銀座7丁目ビル5F
( 地下鉄銀座駅Ａ－４より新橋方向へ3分）

会費 男性（昭和～平成10年生） 8,000円

男性（平成11年～）女性 5,000円

新社会人 無料

２５機 坂田 耕一 ３６電 黒崎 昇 ４０機 中村 洋人 ５０電 三重野 著 １７電子 清水 輝 ２２電子 渡邊 香織 ２５電子 春山 裕太

２６化 明田 喜八 ３６電 高辻 新生 ４０化 川路 謙一 ５３化 塚本みのる １７電子 梅木 陽介 ２２電子 東坂 泰陽 ２６電 上村 亜未

２８電 松村 侃 ３６電 中野 弘 ４２電子 篭原 裕明 ５４化 大串 保浩 １９電子 野口 晃平 ２２電子 上田 祐輔 ２６電 太田 篤志

３０電 吉田 正昭 ３６電 白根 真澄 ４３電 池田 満生 ５５設備 兼築 良介 ２０電子 肘岡 祐也 ２２電気 竹崎ヒロ史 ２６電 岸本 佳也

３２電 山村 雅俊 ３６電 原 和幸 ４４電子 山本 茂 ５５設備 寺嶋 寛人 ２１電子 木脇 真一 ２２電子 中村 敬史 ２６電子 山科 瑞樹

３４電 足立 博俊 ３６電 福田 七生 ４４電 二宮 隆 ５５設備 石黒 幸二 ２１電子 大塚 湧貴 ２３電子 佐藤 祐介 ２６電子 森田 晃平

３４電 国広 敬明 ３６電 徳永 眞人 ４４機工 山田 茂美 Ｈ２電子 別府伸二郎 ２１電子 藤岡 嵩洋 ２３電子 徳 伸樹 ２６電子 小渡 隆広

３４電 大坪 常久 ３６電 湯川 叡 ４７機 瀬戸 一己 ２電子 吉岡 智彦 ２１電子 尾崎 真生 ２４電子 時田 真也 ２６電子 金川 零生

３５化 段原 一義 ３６機 坂田 智之 ４８電子 西村 雅一 ３電子 西濱 博司 ２１電子 横山 弘法 ２４電子 前原 利城 ２６機械 貞苅 宣徳

３６電 村田 一美 ３８機 岡村 勝義 ４８化 二宮 扶実 ８電子 道下 忍 ２１電子 平山 拓弥 ２４電子 濱中 和 ２６機械 早田 龍人

３６電 野見山誠一 ３８機工 村松 勇男 ４９機 豊嶋 一喜 １６電子 福永 葵 ２１電子 水城 一馬 ２５電子 肥吉翔太郎

ご

挨

拶

第
五
十
二
回

関
東
支
部
総
会
報
告

平
成
２
６
年
度

第５２回 北辰会関東支部総会 出席者名簿
ご来賓 平野校長 篭原北辰会会長

小柳先生 坂田事務局長

ホームページは｛小倉工業高校北辰会関東支部｝で検索 ｢支部報バックナンバーも掲載」

吉
田
正
昭
前
支
部
長

の
ご
逝
去
を
悼
む



新
社
会
人
歓
迎
会
は
５
月

１
６
日
（
土
）
に
新
橋
マ
ン

ダ
リ
ン
で
新
社
会
人
９
名
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
佐
藤
翔
太

（
Ｓ
４
２
年
機
械
科
卒
）

昨
年
の
１
２
月
２
８
日
に

民
放
テ
レ
ビ
で
“
世
田
谷
一

家
殺
人
事
件
”
の
特
集
が
組

ま
れ
、
米
国
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
捜

査
官
と
日
本
の
警
視
庁
の
元

捜
査
責
任
者
が
事
件
の
現
場

に
行
き
、
お
互
い
の
意
見
を

ぶ
つ
け
合
う
と
云
う
内
容
の

番
組
で
し
た
。
こ
の
警
視
庁

の
元
捜
査
責
任
者
と
し
て
出

（
機
械
）
、
蒲
原
美
希
（
工

化
）
、
電
子
の
上
田
大
介
、

菅
勇
平
、
佐
々
木
裕
哉
、

佐
藤
恭
哉
、
濱
本
健
太
、
廣

瀬
慎
也
、
村
崎

匠
の
９
名

の
新
社
会
人
、
学
校
か
ら
担

任
の
藤
元
淳
子
先
生
も
出
席

さ
れ
、
北
辰
会
本
部
の
篭
原

会
長
、
関
東
支
部
の
野
見
山

支
部
長
、
兼
築
事
務
局
長
、

石
黒
副
会
長
、
松
井
、
豊
島
、

塚
本
、
道
下
４
名
の
幹
事
、

合
計
１
８
名
で
の
賑
や
か
な

歓
迎
会
に
な
り
、
４
月
に
就

職
し
て
１
カ
月
半
、
楽
し
い

再
会
の
場
と
な
り
、
お
互
い

の
研
修
の
様
子
や
、
初
め
て

の
寮
生
活
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
の
第
一
歩
で
の
同
窓

や
先
生
と
の
会
話
は
弾
ん
だ
。

出
前
の
中
華
料
理
を
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
な
が
ら
、
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
最
後
に
校

歌
斉
唱
、
５
時
間
の
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

演
し
た
の
が
廣
瀬
泰
教
さ
ん

で
し
た
。
こ
の
事
件
は
ま
だ

未
解
決
で
す
が
、
廣
瀬
さ
ん

は
途
中
か
ら
捜
査
責
任
者

と
し
て
担
当
し
た
の
で
初
動

捜
査
の
時
に
は
加
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
為
、

非
常
に
苦
し
い
捜
査
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
廣
瀬
さ

ん
は
昭
和
４
２
年
に
母
校
機

械
科
を
卒
業
し
、
部
活
動
は

ラ
グ
ビ
ー
部
で
、
３
年
生
の

時
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー

ム
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。
卒

業
後
に
東
京
警
視
庁
に
奉
職

し
、
平
成
21
年
に
警
視
正
で

退
官
致
し
ま
し
た
。
警
視
庁

で
は
捜
査
２
課
に
所
属
し
、

支
部
長

野
見
山
誠
一

（
Ｓ
36
電
気
）

副
支
部
長

段
原

一
義

（
Ｓ
35
工
化
）

石
黒

幸
二

（
Ｓ
55
設
備
）

事
務
局
長

兼
築

良
介

（
Ｓ
55
設
備
）

日
航
機
御
巣
鷹
山
墜
落
事
故
、

オ
ウ
ム
真
理
教
上
一
色
村
の

サ
テ
ィ
ア
ン
の
強
制
捜
査
、

光
市
親
子
殺
人
事
件
、
世
田

谷
一
家
殺
人
事
件
な
ど
強
盗

殺
人
事
件
捜
査
の
第
一
線
で

活
躍
致
し
ま
し
た
。
普
段
は

と
て
も
温
厚
で
物
静
か
な
方

で
、
と
て
も
警
視
庁
捜
査
２

課
に
所
属
し
て
い
た
猛
者
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
身

体
に
気
を
付
け
て
ラ
グ
ビ
ー

部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
母
校
ラ
グ

ビ
ー
部
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
村
勝
義

（
Ｓ
３
８
年
機
械
科
卒
）

幹
事国

広

敬
明
（
Ｓ
34
電
気
）

高
辻

新
生
（
Ｓ
36
電
気
）

松
井

国
昭
（
Ｓ
38
電
気
）

岡
村

勝
義
（
Ｓ
38
機
械
）

中
村

洋
人
（
Ｓ
40
機
工
）

廣
瀬

泰
教
（
Ｓ
42
械
械
）

瀬
戸

一
巳
（
Ｓ
47
機
械
）

二
宮

扶
美
（
Ｓ
48
工
化
）

豊
島

一
喜
（
Ｓ
49
機
械
）

塚
本
み
の
る
（
Ｓ
53
工
化
）

寺
嶋

寛
人
（
Ｓ
55
設
備
）

吉
岡

智
彦
（
Ｈ
2
電
子
）

道
下

忍
（
Ｈ
8
電
子
）

柴
田

慧
（
Ｈ
19
電
子
）

監
査山

本

茂
（
Ｓ
44
電
子
）

（
友
尻
、
賀
美
両
幹
事

は
転
勤
）

最
高
顧
問

佐
々
木

章
（
Ｓ
17
電
気
）

顧
問村

上

英
男
（
Ｓ
25
機
械
）

坂
田

耕
一
（
Ｓ
25
機
械
）

明
田

喜
八
（
Ｓ
26
工
化
）

山
口

善
司
（
Ｓ
28
機
械
）

北
辰
会

本
部
総
会
に
出
席

北
辰
会
本
部
総
会
・
懇
親

会
が
小
倉
飯
店
で
平
成
27
年

5
月
31
日
に
行
わ
れ
た
。

関
東
支
部
か
ら
は
支
部
代
表

と
し
て
岡
村
勝
義
幹
事
と
野

見
山
支
部
長
が
参
加
し
た
。

総
会
は
15
時
か
ら
1
時
間
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
応
援
団

（
写
真
左
）
と
で
校
歌
を
斉

唱
し
、
引
続
き
懇
親
会
に
入

り
200
名
の
同
窓
生
、
役
員
、

学
校
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

祇
園
太
鼓
か
ら
始
ま
り
、
当

番
幹
事
で
ボ
デ
ィ
ビ
ル
歴
20

年
の
播
磨
修
さ
ん
（
写
真
右
）

の
健
康
談
義
に
は
即
役
立
つ

内
容
で
全
員
聴
き
入
っ
た
。

中
華
料
理
と
お
酒
で
場
内
は

懇
親
の
場
と
な
り
1
年
ぶ
り

の
再
会
や
初
参
加
な
ど
近
況

や
情
報
交
換
、
恒
例
の
ビ
ン

ゴ
大
会
は
司
会
者
の
軽
妙
な

数
合
わ
せ
で
ビ
ン
ゴ
の
声
が

出
始
め
１
人
で
三
回
の
強
運

者
も
出
た
。
中
締
め
は
関
東

支
部
代
表
の
岡
村
幹
事
が
万

歳
三
唱
で
来
年
の
再
会
を
約

し
散
会
し
た
。

（
写
真
上
）

去
る
１
０
月
１
８
日
（
土
）

正
午
１
２
時
か
ら
、
東
京
秋

葉
原
の
日
本
料
理
「
三
友
」

に
お
い
て
、
第
４
回
母
校
ラ

グ
ビ
ー
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
・
懇
親
会
に
は
、

北
辰
会
会
長
の
篭
原
裕
明
様
、

同
関
東
支
部
長
の
野
見
山
誠

一
様
、
母
校
ラ
グ
ビ
ー
部
会

長
第
の
坪
根
英
憲
様
の
ご
参

加
を
戴
き
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
総
勢
１
５

名
で
、
前
回
よ
り
も
少
な
い

人
数
で
し
た
が
、
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
し
て
今
年
の
新
卒
者
の

森
大
介
君
（
電
気
科
卒
）
が

参
加
を
致
し
ま
し
た
。

（
写
真
右
）

新
年
役
員
会
（
1
月
24
日
）
・

定
例
役
員
会
（
4
月
11
日
）

・
北
辰
会
関
東
支
部
は
7
月

総
会
に
向
け
て
方
針
や
実
施

策
を
1
月
の
役
員
新
年
会
と

Ｓ
16
機
械

青
嵜

仁

平
成
25
年

ご
逝
去

Ｓ
21
化
学

永
露

智

平
成
26
年
9
月

ご
逝
去

Ｓ
30
電
気

吉
田

正
昭

平
成
27
年
4
月

ご
逝
去

Ｓ
36
電
気

井
上
美
智
男

平
成
27
年
1
月

ご
逝
去

Ｓ
46
電
気

島
田

章

平
成
24
年
7
月

ご
逝
去

Ｓ
46
化
学

辛
島

邦
彦

平
成
25
年
9
月

ご
逝
去

退
会

Ｓ
25
工
化

法
華
津
弘
道

通
院
加
療
中

Ｓ
28
電
気

神
野

浩

高
齢

Ｓ
30
機
械

村
野

幸
生

奥
様
の
要
介
護

4
月
の
定
例
役
員
会
で
相
談

し
ま
す
。
特
に
最
近
は
平
成

生
の
連
絡
網
構
築
に
智
恵
を

絞
り
、
有
効
な
手
段
の
構
築

に
努
力
を
重
ね
思
考
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
生
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
日
常
的

な
連
絡
手
段
と
な
っ
て
お
り

小
倉
工
業
同
窓
会
の
名
で
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
た
ら
す
ぐ
に

２
３
名
が
登
録
し
ま
し
た
。

今
後
も
平
成
生
の
吉
岡
・
道

下
幹
事
が
中
心
に
な
り
、
グ

ル
ー
プ
の
輪
を
広
げ
、
連
絡

手
段
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

関
東
支
部
同
窓
会
の
春
ゴ

ル
フ
を
5
月
8
日
（
金
）
に

茨
城
県
霞
が
浦
近
く
の
「
ザ
・

イ
ン
ペ
ル
ア
ル
・
Ｃ
Ｃ
」
で

行
っ
た
。
今
回
の
プ
レ
ー
は

写
真
の
左
か
ら
山
田
茂
美

（
44
機
工
）
、
野
見
山
誠
一

（
36
電
子
）
と
山
本
の
ゲ
ス

ト
十
河
さ
ん
、
山
本
茂
（
44

電
子
）
で
あ
っ
た
。

２
組
の
コ
ン
ペ
に
し
た
い
が

ゴ
ル
フ
場
が
遠
い
た
め
に
参

加
が
少
な
い
事
も
あ
り
、
今

後
は
年
１
回
の
宿
泊
コ
ン
ペ

や
神
奈
川
に
近
い
ゴ
ル
フ
場

を
選
ぶ
等
の
新
た
な
企
画
が

必
要
だ
。
（
写
真
上
）

関
東
支
部
の
収
入
は
支
部

会
費
（
本
部
か
ら
の
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
）
と
寄
付
、
支

出
は
総
会
費
用
、
支
部
報
発

行
・
送
料
、
新
人
歓
迎
会
費

で
す
。
年
数
回
の
会
議
は
手

弁
当
、
新
聞
編
集
は
手
づ
く

り
で
経
費
節
約
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
今
の
消
費
増
税
、
物
価
高

で
支
部
会
計
も
苦
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
会
費
と
寄

付
に
つ
い
て
会
員
諸
氏
の
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す

編
集
後
記

支
部
報
は
総
会
案
内
を
兼

ね
て
お
り
、
年
１
回
な
の
で

な
ん
と
か
全
会
員
（
約
１
０

０
０
人
）
に
お
届
け
し
た
い

の
で
す
が
返
信
は
が
き
の
回

収
は
毎
年
120
通
程
度
で
編
集

発
行
人
は
寂
し
い
思
い
で
す
。

支
部
報
の
必
要
経
費
は
約
２

０
０
円
で
す
。
5
年
以
上
返

信
が
無
い
場
合
で
会
費
未
払

い
の
場
合
は
発
送
を
控
え
ざ

る
を
得
な
い
実
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小倉工業高校北辰会 （同窓会） 関東支部報 平成２７年６月１日

学科 氏名 会社・学校名 部活動

機械科 佐藤 颯太 山王テック㈱ 吹奏楽

電機科 大久保 和也 ㈱本田技術研究所 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

電機科 川崎 将矢 ㈱日立製作所 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

電機科 田仲 寿季 大東文化大学 陸上

電気科 榎本 貴宏 ㈱日立産機システム 郷土芸能

電気科 椎野 修平 日本水産㈱ ｿﾌﾄﾃﾆｽ

電気科 柴田 貴幸 ㈱東芝 電力システム社 野球

電気科 谷口 和希 東京電力㈱ 空手道

電気科 谷口 純 富士ゼロックス㈱ 野球

電気科 中野 隆太 東京電力㈱ ｻｯｶｰ

電気科 西村 漱一郎 日本水産㈱ 陸上

電子科 井上 雅晴 富士重工業㈱ 吹奏楽

電子科 上田 大介 日立建機㈱ 無線

電子科 菅 勇平 専門学校ＨＡＬ東京 ｻｯｶｰ

電子科 佐々木 裕哉 キヤノン㈱ 無線

電子科 佐々木 玲哉 東芝電波コンポーネンツ㈱ ﾒﾃﾞｨｱ

電子科 佐藤 恭哉 理想科学工業㈱ ﾒﾃﾞｨｱ・図書

電子科 濵本 健太 ㈱日立ビルシステム 卓球

電子科 廣神 幹太 旭国際テクネイオン㈱ 生徒会

電子科 廣瀬 慎也 ㈱日立テクノロジーアンドサービス 卓球

電子科 村崎 匠 日立アプライアンス㈱ ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

工化科 蒲原 美希 旭硝子㈱ 陸上

新
社
会
人
歓
迎
会

同
窓
生
紹
介

廣
瀬
泰
教
さ
ん

関
東
支
部

役
員
名
簿

訃
報
・退
会

春
ゴ
ル
フ
報
告

会
費
納
入
・

寄
付
の
お
願
い

ラ
グ
ビ
ー
部
関
東

Ｏ
Ｂ
会
総
会
・懇
親
会

支
部
役
員
会

新社会人就職 ・ 進路先

同
窓
会
に

ど
う
ぞ

来
て
下
さ
い


